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大

阪

府

重

症

心

身

障

害

児

・

者

を

支

え

る

会

編

集

後

記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
全
世
界
で
猛
威
を
振
る

い
、
日
本
国
内
で
も
未
だ
感
染
が
続
い
て
い
ま
す
。

重
い
障
害
の
あ
る
我
々
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、

生
命
の
危
険
を
伴
い
ま
す
。
日
々
予
防
に
徹
し
、

ワ
ク
チ
ン
や
薬
の
早
期
の
開
発
を
期
待
す
る
と
共

に
、
全
世
界
の
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
の
収
束
を
願
い

ま
す
。

尚
、
こ
の
度
「
支
え
る
会
」
の
会
長
を
次
期
会

長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
支
え
る
会
」
は
重
症
心
身
障
害
児
・
者
の
人

達
と
共
に
、
皆
の
幸
せ
を
願
い
新
会
長
の
下
運
動

を
続
け
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｈ
）

会員の

皆様へ

大阪府より
消毒液の
配 布 が
ありました

新型コロナウイルスが日本国内に流行し、大阪府においても感染者数
がニュースで流れており、日々の生活のなかでも恐々とする日が続いて
います。

医療的ケアを含む、重い障害者をもつ本会の会員の皆様方には、消毒用アルコール等手に入
らない日々があり苦慮された事と思います。
この度、大阪府より、このような事態を憂慮され国に働きかけて頂きました。

重症児者をもつ会員の皆様の元に届くようご配慮頂きました事、ご尽力頂いた皆様に深く感謝
申し上げます。
会員の皆様の健康を守るためにお手元に届くようにと考えております。
医療的ケアを含む重い障害をもつ者にとって、この新型コロナウイルスの感染拡大は、より

厳しい状況となります。日々肌にふれあうことで、生きている事を確認でき、人の温かさを感
じる重症児者にとって苦難が続きます。皆様方にはくれぐれも気をつけて頂きますようお願い
いたします。
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★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

守る会三原則

Ｎｏ．111

支
え
る

大
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重

症
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害

児

・

者
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支
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る

会

全

国

重

症

心

身

障

害

児

（

者

）

を

守

る

会

大

阪

支

部

ＯＴＫ医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
供
の
介
護
の
こ
と
も

あ
り
、
時
間
的
に
大
き
な
制
約
が
あ
る
た
め
固
辞

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
「
会
長
」
に
就

任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

在
宅
で
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
重
症
心
身
障
害

者
の
息
子
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
、

生
活
介
護
の
ス
タ
ッ
フ
、
訪
問
看
護
と
多
く
の
方

か
ら
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
私
が
自
由
に
外

出
で
き
る
時
間
は
10
時
か
ら
16
時
で
す
。
も
っ
と

上
手
に
支
援
を
組
み
立
て
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う

が
、
息
子
は
全
盲
相
当
の
視
覚
障
害
も
あ
り
、
個
々

の
支
援
者
に
慣
れ
る
ま
で
に
と
て
も
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
単
発
で
の
利
用
と
な
る
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
会
長
を
引
き
受
け
る
こ
と

は
無
理
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
日
々

を
過
ご
し
て
い
る
当
事
者
家
族
だ
か
ら
発
信
で
き

る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
と
、
今
、
感
じ
て
い
ま
す
。

会
長
就
任
に
あ
た
り
副
会
長
・
運
営
委
員
の

皆
さ
ん
に
多
く
の
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と

を
了
解
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
「
３
蜜
」

を
回
避
す
る
こ
と
が
感
染
拡
大
防
止
に
は
重
要
で

す
。
し
か
し
重
症
心
身
障
害
児
・
者
の
支
援
に
お

い
て
密
接
を
回
避
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
支
援
を
続
け
て
く
だ
さ

る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
守
る
会
、
支
え
る
会
で
も
例
年
の
活
動
が

制
限
さ
れ
、
見
通
し
が
困
難
な
状
況
で
す
が
、

会
員
の
皆
さ
ん
、
重
症
心
身
障
害
児
・
者
に
関

わ
っ
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【お詫び】研修会及び全国大会等開催中止のお知らせ

平素より、本会の活動に多大な御協力を賜り誠に有難うございます。

さて、例年開催しております研修会及び全国大会等ですが、国内で新型コロナウ

イルスの感染が収束しない実状を考慮いたしました結果、皆様の安全を第一に、

やむを得ず中止となりました。

楽しみにされていた皆様には大変申し訳ございませんが、予期できぬ事でもあり

ますので、何とぞご理解いただきますようお願い申し上げます。

御予定いただいていた方々や関係者の皆様へ深くお詫び申し上げます。

● 支える会セミナー 日付： 令和２年 ２月２９日（土）

会場： あべのハルカス会議室Ｄ

● 近畿ブロック研修会 日付： 令和２年 ３月 ８日（日）

会場： 滋賀県立県民交流センターピアザ淡海大会議室

● 第５７回 重症心身障害児(者)を守る全国大会

日付： 令和２年６月２７日（土）、２８日（日）

場所： 札幌パークホテル（北海道）

● 近畿ブロック専門部会議

日付： 令和２年 ８月２２日（土）

場所： ホテルビナリオ嵯峨嵐山（京都市）

全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会
大
阪
支
部

大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会

会
長

長
谷
川
幸
子

就

任

の

ご

挨

拶



本
年
度
に
お
い
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
医
療
的
ケ
ア
が
必

要
な
方
の
支
援
並
び
に
連
携
及
び
社
会
資
源
の
充
実
に
向
け
た
取

り
組
み
を
重
点
と
し
て
、
連
携
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
の
議
論
の

場
や
行
政
に
対
し
て
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

た
だ
、
年
度
の
終
盤
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
想
定
外
の
困
難
さ
に
直
面
し
、
会
員
の
み
な
ら
ず

社
会
全
体
に
お
い
て
様
々
な
活
動
が
委
縮
す
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
の
活
動
に
大
き
な
不
安
を
残
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

新
た
な
生
活
環
境
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
々
が
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
暮
ら
し
続
け
て
い
く
の
か
と
い
う
新
た
な
困
難
さ
（
課
題
）

が
表
出
す
る
中
、
今
後
、
な
お
一
層
の
結
束
と
柔
軟
な
取
り
組
み

を
求
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

＊
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
む
け
た
勉
強
会
等
を

開
催

＊
年
金
等
の
相
談
会
を
開
催

２
．
講
演
会
・
研
修
会

★
医
療
と
福
祉
の
連
携
強
化
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ス
テ
ー
ジ
Ⅵ

<

協
力>

※
実
行
委
員
会
形
式
に
よ
る
開
催

・
基
調
講
演

『
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
に
』

～

私
た
ち
に
出
来
る
こ
と

～

講
師
：
戸
枝

陽
基

氏

（
社
会
福
祉
法
人
む
そ
う

理
事
長
）

・
講

演

『
令
和
元
年
度
大
阪
府
重
症
心
身
障
が
い
児
者
地
域

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に
つ
い
て
』

『
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
へ
の
支
援
の
た
め
に
』

～

専
門
職
養
成
の
た
め
の
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
コ
ー
ス

等
の
取
組
み

～

『
成
人
移
行
期
の
抱
え
る
課
題
』

・
意
見
交
換

『
子
供
と
大
人
を
繋
ぐ
た
め
に
必
要
な
こ
と
』

～
医
療
・
福
祉
・
教
育
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
求
め
る
も
の

～

[

於
：
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
北
梅
田
研
修
セ
ン
タ
ー
：
５
階

ホ
ー
ル]

令
和
元
年
六
月
一
五
日

★
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー

【
中
止
】

『
移
行
期
医
療
に
つ
い
て
』

～

移
行
期
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み

～

講
師
：
位

田

忍

氏
（
大
阪
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
）

[

於
：
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
会
議
室
Ｄ
（
25
Ｆ
）]

令
和
二
年
二
月
二
九
日

３
．
会
員
相
互
に
よ
る
勉
強
会
等

★
総
会
記
念
講
演
会

『
出
生
前
診
断
等
に
つ
い
て
』

講
師
：
藤
原
久
美
子
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
理
事
）

[

於
：
早
川
福
祉
会
館

４
階
ホ
ー
ル]

令
和
元
年
六
月
一
一
日

★
施
設
見
学

『
く
ら
し
の
支
援
セ
ン
タ
ー

み
ん
な
の
き
』

社
会
福
祉
法
人

さ
つ
き
福
祉
会

大
阪
府
吹
田
市
寿
町

令
和
元
年
一
〇
月
二
九
日

４
．
交
流
事
業

＊
重
症
児
者
の
一
泊
旅
行

『
岡
山
県
真
庭
市
、
鳥
取
県
西
伯
郡
』

令
和
元
年
九
月
一
五
～
一
六
日

＊
ク
リ
ス
マ
ス
会

[

於
：
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー]

令
和
元
年
一
二
月
二
二
日

５
．
啓
発
事
業

＊
懇
談
会

要
望
書
提
出

大
阪
府

大
阪
市

＊
大
阪
府
医
療
依
存
度
の
高
い
重
症
心
身
障
が
い
児
者
等

支
援
会
議
へ
の
参
加

＊
大
阪
市
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に
関
す
る
検
討
会
議
へ

の
参
加

＊
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修

大
阪
府
・

大
阪
市
（
講
師
派
遣
）

＊
Ｏ
Ｄ
Ｆ
、
Ｓ
Ｄ
Ｆ
協
力

＊
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
連
絡
協
議
会
へ
の
参
加

＊
「
重
症
児
者
の
拠
点
作
り
の
会
」
（
北
摂
）
協
力

＊
「
大
阪
き
ょ
う
だ
い
の
会
」
例
会
周
知
協
力

＊
「
近
畿
肢
体
不
自
由
児
療
育
施
設
連
絡
協
議
会
」
（
出
席
）

第
29
回

近
肢
連
療
育
研
究
大
会

後
援
名
義
協
力

６
．
機
関
紙
の
発
刊

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
年
間
計
４
回
発
行

月
別
活
動
報
告

令
和
元
年
四
月

＊
運
営
委
員
会

(

一
二
日)

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
一
〇
七
号
発
行

(

二
二
日)

五
月

＊
運
営
委
員
会

(

一
〇
日)

◎

第
二
十
七
回
定
期
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考
慮
し
、

書
面
に
よ
る
議
案
審
議
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
事
業
報
告

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く

六
月

＊
運
営
委
員
会

(

七
日)

＊
正
・
副
会
長
会
議

(

七
日)

＊
第
二
六
回
定
期
総
会
、
記
念
講
演
会

(

一
一
日)

＊
医
療
と
福
祉
の
連
携
強
化
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ス
テ
ー
ジ
Ⅵ

協
力

(

一
五
日)

七
月

＊
運
営
委
員
会

(

一
二
日)

八
月

＊
運
営
委
員
会

(

九
日)

九
月

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
一
〇
八
号
発
行

(

一
一
日)

＊
運
営
委
員
会

(

一
三
日)

＊
正
・
副
会
長
会
議

(

一
三
日)

＊
重
症
児
者
の
一
泊
旅
行

(

一
五
日
・
一
六
日)

［
岡
山
県
真
庭
市
、
鳥
取
県
西
伯
郡
］

＊
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修

（
講
師
派
遣
）

大
阪
市

（
二
九
日
）

大
阪
府

（
三
〇
日
）

一
〇
月＊

運
営
委
員
会

(

一
一
日)

＊
大
阪
市
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に
関
す
る
検
討
会
議

（
二
四
日
）

＊
「
く
ら
し
の
支
援
セ
ン
タ
ー

み
ん
な
の
き
」

施
設
見
学

(

二
九
日)

[

大
阪
府
吹
田
市
寿
町]

一
一
月＊

運
営
委
員
会

(

一
五
日)

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
一
〇
九
号
発
行

(

一
九
日)

一
二
月＊

大
阪
市
と
の
懇
談
会
（
六
日
）

要
望
書
提
出

＊
運
営
委
員
会

(

一
三
日)

＊
大
阪
府
と
の
懇
談
会
（
一
七
日
）

要
望
書
提
出

＊
ク
リ
ス
マ
ス
会

(

二
二
日
）

［
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
］

＊
大
阪
府
医
療
依
存
度
の
高
い
重
症
心
身
障
が
い
児
者
等

支
援
会
議

（
二
五
日
）

令
和
二
年
一
月

＊
運
営
委
員
会

(

一
〇
日)

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
一
一
〇
号
発
行

(

一
一
日)

二
月

＊
大
阪
府
医
療
依
存
度
の
高
い
重
症
心
身
障
が
い
児
者
等

支
援
会
議

（
五
日
）

＊
第
二
九
回

近
肢
連
療
育
研
究
大
会

後
援
名
義
協
力
（
出
席
）

(

八
日)

＊
運
営
委
員
会

(

一
四
日)

＊
「
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー
」

(

二
九
日)

※
中
止

［
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
会
議
室
Ｄ
］

三
月

＊
運
営
委
員
会

(

二
七
日)

守
る
会
関
係

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

令
和
元
年

四
月

六
日

京
都

嵯
峨
嵐
山

令
和
元
年

七
月

六
日

京
都

嵯
峨
嵐
山

令
和
元
年
一
〇
月

五
日

京
都

嵯
峨
嵐
山

令
和
元
年
一
二
月

八
日

京
都

嵯
峨
嵐
山

令
和
二
年

二
月

八
日

京
都

嵯
峨
嵐
山

全
国
重
症
心
身
障
害
児(

者)

を
守
る
会
創
立
55
周
年
記
念
大
会

令
和
元
年

六
月

八
日
・

九
日

東
京

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
専
門
部
会

令
和
元
年

八
月
一
七
日

京
都

嵯
峨
嵐
山

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

令
和
元
年
一
〇
月
一
二
日

※
延
期

令
和
二
年

三
月

八
日

※
中
止

［
滋
賀
県
立
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ピ
ア
ザ
淡
海
］

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
研
修
会

令
和
元
年
一
二
月
七
日

京
都

嵯
峨
嵐
山

支
部
長
会
議

令
和
元
年

六
月
三
〇
日

「
守
る
会
」
本
部

令
和
元
年
一
一
月
二
四
日

「
守
る
会
」
本
部

令
和
二
年

二
月

二
日

「
守
る
会
」
本
部

ブ
ロ
ッ
ク
専
門
部
会
長
会
議

令
和
元
年

九
月

八
日

「
守
る
会
」
本
部

新
任
支
部
長
等
研
修

令
和
二
年

二
月

一
日

「
守
る
会
」
本
部

運
動
推
進
委
員
会

令
和
元
年

四
月
一
四
日

「
守
る
会
」
本
部

令
和
元
年

九
月

八
日

「
守
る
会
」
本
部

令
和
二
年

一
月
一
九
日

「
守
る
会
」
本
部

在
宅
生
活
の
実
情
と
課
題
ア
ン
ケ
ー
ト
送
付

令
和
元
年

七
月
二
〇
日

在
宅
部
会
要
請
文

前
の
ペ
ー
ジ
の
続
き



　　    　科　　　　　　目 金　　   額 摘　　　要 　   　　科　　　　　　目 金　　　額 摘　　　要

41会　費　収　入 900,600 31事　務　費　支　出 542,109

　01正会員会費収入 819,600 　01職員俸給 0

　02協力会員会費収入 81,000 　02職員諸手当 0

42寄付金収入 139,420 　03賃　　　金 0

　01寄付金収入 139,420 大阪ゆとりライオンズクラブ様他 　04法定福利費 0

43事　業　収　入 1,388,720 　05旅　　　費 59,000 会議等参加旅費他

　01バザー収入 0 　06消耗品費 40,995 事務用品

　02その他の事業収入 1,388,720 参加費、備品貸出料等 　07器具什器費 0

44補助金収入 0 　08印刷製本費 33,368 コピーカウント

　01地方公共団体補助金収入 0 　09賃　借　料 361,540 事務所使用料等

　02公益事業補助金収入 　10会　議　費 17,386 総会、全国大会準備会含む

45本部助成金収入 0 　11修　繕　費 0

　01本部助成金収入 0 　12通信運搬費 12,470 郵送、電話料金等

46雑　　収　　入 14 　13手　数　料 17,350 銀行、通便振替分等

　01雑　　収　　入 14 利息収入 　14雑　　　費

47設備資金借入金収入 0

　01設備資金借入金収入 0 32事　業　費　支　出 1,452,487

48引当金戻入 0 　01研修会開催費 138,864 セミナー他

　01修繕引当金戻入 0 　02レクリェーション活動費 1,118,720
一泊旅行、クリスマス会等

（全国大会関係含む）

　02備品等購入引当金戻入 0 　03分会活動費 0

　03人件費引当金戻入 0 　04調査啓発事業費 73,660 両親の集い等

49積立金戻入 0 　05機関紙出版費 121,243 機関誌印刷費、発送費用等

　01建設積立金戻入 0 　06その他の事業費 0

　02その他の積立金戻入 0

33本部会費 516,600

　01本部会費 516,600

34近畿ブロック会費 29,800

　01近畿ブロック会費 29,800

35雑　支　出 15,720

　01慶　弔　費

　02雑　支　出 15,720

36積立金繰入 0

　01建設積立金繰入 0

　02その他の積立金繰入 0

37引当金繰入 0

　01修繕引当金繰入 0

　02備品等購入引当金繰入 0

　03人件費引当金繰入 0

　　当　期　収　入　額　計 2,428,754 　　当　期　支　出　額　計 2,556,716

　　　　　前期繰越金 472,401 　　　　　当期繰越金 344,439

　　　収　　入　　合　　計 2,901,155 　　　支　　出　　合　　計 2,901,155

2019年度（平成31年度）　収支決算報告書
　　　　　　　　　               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自2019.4.1至2020.3.31

収　　　入　　　の　　　部 支　　　出　　　の　　　部

【個人会員】 ◎年会費 10,200円

本部会員 及び 大阪支部会員

◎年会費 3,600円

大阪支部会員

【法人・団体会員】 ◎年会費 10,000円（１口）

本部会員 及び 大阪支部会員

【協力会員】 ◎年会費 3,000円（１口）

大阪支部会員(運営資金の協力会員)

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします

基
本
方
針

重
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て
の
人
格
と

個
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
重
症
心
身
障
害
児
・
者
が
、

当
た
り
前
の
人
と
し
て
、
当
た
り
前
の
生
活
を
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
支
え
て
い
く
。

活
動
方
針

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
新
た
な
生
活
様
式

と
い
わ
れ
る
環
境
の
中
で
、
困
難
さ
を
抱
え
る
重
症
心
身
障
害
児
者

の
暮
ら
し
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
様
々
な
事
象
に
対

し
て
、
生
命
を
守
り
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
会
と
し
て
で
き
る
こ

と
を
改
め
て
検
討
す
る
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ま
た
、
新
た
な
課
題
と
し
て
、
主
た
る
介
護
者
で
あ
る
家
族
の

感
染
（
入
院
等
）
の
影
響
に
よ
る
支
援
の
困
難
さ
に
対
し
て
の
対

策
に
つ
い
て
、
早
急
に
、
行
政
に
働
き
か
け
て
い
く
と
共
に
、
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
家
族
の
介
護
や
支
援
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
つ

い
て
、
家
族
の
手
を
離
れ
て
の
暮
ら
し
の
あ
り
方
、
或
い
は
社
会

資
源
の
量
的
な
乏
し
さ
と
共
に
内
容
の
充
実
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
行
政
を
は
じ
め
と
し
て
理
解
を
広
げ
る
べ
く
力
を
結
集
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

事
業
計
画

１
．
会
員
拡
大
の
た
め
の
事
業

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

（
再
構
築
、
協
力
団
体
と
の
連
携
等
）

＊
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
む
け
た
勉
強
会
の
開
催

＊
年
金
等
の
相
談
会
を
開
催

２
．
講
演
会
・
研
修
会

＊
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー

２
０
２
０
年
11
月
（
未
定
）

会
場
：
未
定

講
師
：
未
定

３
．
会
員
相
互
に
よ
る
勉
強
会
等

＊
総
会
記
念
講
演
会

２
０
２
０
年
６
月
20
日
（
土
）

<

中
止>

会
場
：
早
川
福
祉
会
館

４
階
ホ
ー
ル

＊
施
設
見
学

２
０
２
０
年
11
月
（
場
所
：
未
定
）

４
．
交
流
事
業

＊
一
泊
旅
行

場
所
・
日
程

<

未
定>

＊
ク
リ
ス
マ
ス
会

２
０
２
０
年
12
月

<

未
定>

会
場
：
未
定

５
．
啓
発
事
業

＊
大
阪
府
及
び
各
市
町
村
と
の
懇
談
等

＊
大
阪
府
医
療
依
存
度
の
高
い
重
症
心
身
障
が
い
児
者
等
支
援

会
議
へ
の
参
加

＊
Ｏ
Ｄ
Ｆ
・
Ｓ
Ｄ
Ｆ
参
加

＊
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
連
絡
協
議
会
へ
の
参
加

＊
「
重
症
児
者
の
拠
点
作
り
の
会
」
（
北
摂
）
協
力

＊
「
大
阪
き
ょ
う
だ
い
の
会
」
例
会
、
セ
ミ
ナ
ー
周
知
協
力

６
．
広
報
活
動
事
業

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
の
発
刊
（
年
４
回
予
定
）

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

月
別
活
動
計
画

２
０
２
０
年
４
月

＊
運
営
委
員
会

５
月

＊
運
営
委
員
会

６
月

＊
運
営
委
員
会

＊
正
・
副
会
長
会
議

＊
第
27
回
定
期
総
会
、
記
念
講
演
会

(

20
日)

（
書
面
審
議
）

７
月

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

＊
運
営
委
員
会

８
月

＊
運
営
委
員
会

＊
会
組
織
に
関
す
る
検
討
会

９
月

＊
運
営
委
員
会

＊
正
・
副
会
長
会
議

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

10
月

＊
運
営
委
員
会

＊
施
設
見
学

＊
一
泊
旅
行

11
月

＊
運
営
委
員
会

＊
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー

12
月

＊
運
営
委
員
会

＊
正
・
副
会
長
会
議

＊
ク
リ
ス
マ
ス
会

２
０
２
１
年
１
月

＊
運
営
委
員
会

＊
会
組
織
に
関
す
る
検
討
会

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

２
月

＊
運
営
委
員
会

３
月

＊
運
営
委
員
会

守
る
会
関
係

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

２
０
２
０
年
４
月
４
日

［
京
都

嵯
峨
嵐
山
］

２
０
２
０
年
７
月
４
日

［
京
都

嵯
峨
嵐
山
］

２
０
２
０
年
10
月
３
日

［
京
都

嵯
峨
嵐
山
］

２
０
２
０
年
12
月
５
日

［
京
都

嵯
峨
嵐
山
］

２
０
２
１
年
２
月
６
日

［
京
都

嵯
峨
嵐
山
］

令
和
二
年
度
事
業
計
画

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く



科　　　　　　目 金　　額 科　　　　　　目 金　　額

41会　費　収　入 1,000,000 31事　務　費　支　出 595,000

　01正会員会費収入 900,000 　01職員俸給 0

　02協力会員会費収入 100,000 　02職員諸手当

42寄付金収入 500,000 　03賃　　　金 0

　01寄付金収入 500,000 　04法定福利費

43事　業　収　入 1,000,000 　05旅　　　費 50,000

　01バザー収入 0 　06消 耗 品 費 50,000

　02その他の事業収入 1,000,000 　07器具什器費

44補助金収入 0 　08印刷製本費 30,000

　01地方公共団体補助金収入 0 　09賃　借　料 360,000

　02公益事業補助金収入 0 　10会　議　費 50,000

45本部助成金収入 0 　11修　繕　費

　01本部助成金収入 0 　12通信運搬費 30,000

46雑　　収　　入 0 　13手　数　料 20,000

　01雑　　収　　入 0 　14雑　　　 費 5,000

47設備資金借入金収入 0

　01設備資金借入金収入 0 32事　業　費　支　出 1,190,000

48引当金戻入 0 　01研修会開催費 100,000

　01修繕引当金戻入 　02レクリェーション活動費 800,000

　02備品等購入引当金戻入 0 　03分会活動費 30,000

　03人件費引当金戻入 0 　04調査啓発事業費 100,000

49積立金戻入 0 　05機関紙出版費 130,000

　01建設積立金戻入 0 　06その他の事業費 30,000

　02その他の積立金戻入 0

33本部会費 520,000

　01本部会費 520,000

34近畿ブロック会費 30,000

　01近畿ブロック会費 30,000

35雑　支　出 35,000

　01慶　弔　費 20,000

　02雑　支　出 15,000

36積立金繰入

　01建設積立金繰入 0

　02その他の積立金繰入 0

37引当金繰入 0

　01修繕引当金繰入 0

　02備品等購入引当金繰入 0

　03人件費引当金繰入 0

　　当　期　収　入　額　計 2,500,000 　　当　期　支　出　額　計 2,370,000

　　　　　前期繰越金 344,439 　　　　　当期繰越金 474,439

　　　収　　入　　合　　計 2,844,439 　　　支　　出　　合　　計 2,844,439

２０２０年度　収支予算書

　　　収　　　入　　　の　　　部 　　　支　　　出　　　の　　　部

全
国
大
会

２
０
２
０
年
６
月
27
日
・
28
日

［
北
海
道
］

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
専
門
部
会

２
０
２
０
年
８
月
22
日

［
京
都

嵯
峨
嵐
山
］

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

２
０
２
０
年
11
月
28
日

［
福
井
県
］

支
部
長
会
議

２
０
２
０
年
６
月
21
日

「
守
る
会
」
本
部

２
０
２
１
年
２
月
28
日

「
守
る
会
」
本
部

運
動
推
進
委
員
会

２
０
２
０
年
４
月
26
日

「
守
る
会
」
本
部

２
０
２
０
年
８
月
30
日

「
守
る
会
」
本
部

２
０
２
０
年
９
月
13
日

「
守
る
会
」
本
部

２
０
２
０
年
10
月
４
日

「
守
る
会
」
本
部

２
０
２
１
年
１
月
20
日

「
守
る
会
」
本
部

ブ
ロ
ッ
ク
専
門
部
会
長
会
議

２
０
２
０
年
９
月
13
日

「
守
る
会
」
本
部

新
任
支
部
長
等
研
修

２
０
２
０
年
９
月
12
日

「
守
る
会
」
本
部

前
の
ペ
ー
ジ
の
続
き

大阪府重症心身障害児・者を支える会役員名簿 ◎ 任期２０２２年総会

役 職 氏 名 役 職 氏 名

１ 会 長 長谷川 幸 子 ８ 運営委員 成 田 憲 子

２ 副 会 長 溝 上 光 邦 ９ 〃 上 田 敦 子

３ 副 会 長 鈴 木 祥 子 １０ 〃 岡 本 汎 美

４ 会 計 吉 村 志津子 １１ 〃 中 谷 弘 子

５ 会計監査 平 野 健 三 １２ 〃 柳 晴 美

６ 運営委員 山 村 寿 子 １３ 〃 菊 永 裕 子

７ 〃 寺 岡 冨 子 １４ 〃 立 花 直 樹
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2020

年 

9 月 27 日 
＊いずれも第４日曜日（新型コロナウイルスの影響で 5 月、7 月の例会は中止） 

＊時間＝13 時 30 分～16 時 45 分 (受付 13 時 15 分)  

＊会場＝国労大阪会館（大阪市北区錦町２－２、JR 大阪環状線「天満駅」から 

    東へ徒歩 5 分《玄関案内板に表示があります》 

＊参加費＝1,000 円(会場費、資料代、通信費など) 

＊連絡先＝運営の都合上、事前に、参加のご連絡をいただければ助かります 

     世話人＝溝上 090-2384-9368(電話、ショートメールで) 

11 月 22 日 

2021

年 

1 月 24 日 

３月 28 日 

正体不明の「新型コロナウィルス」の蔓延で世の中大混乱です。
メディアには「不要不急の外出自粛」「私権の制限」「都市封鎖」「医療崩壊」「経済のダウン」

「非常事態」「国難」等々の言葉が溢れており、まったく先行きが見通せない状況です。不安な状況の
中で様々なデマやヘイトが飛び交い、さらに新しい不安を生み出しています。
私たちの求める「その人らしい普通の暮らし」は戦争や疫病・災害などのない平和な社会、安定した

世の中でこそ成り立つのだ・・・と実感しています。マイノリティ(社会的弱者)の生活（人権）が脅か
されることのない世の中であってほしい・・・、老若男女、障害の有無を問わず、誰もが「生きていて
良かった」と言えるような世の中であってほしい・・・と願っています。
そのためにも自分自身がパニックにならず、冷静でいなければ・・・と思います。

＊
大阪きょうだいの会は障害児者の兄弟姉妹の自助グループ（セルフヘルプ・グループ）です。
例会(きょうだいカフェ)は「語りと傾聴」の場です。「きょうだい」としての自分の生きづらさ・

悩み・不安などを仲間に話し・聴いてもらう場、もやもやとした感情を吐き出す場、生き直しの場です。
そして、自分が抱えている問題を仲間のサポートを受けながら、自分自身で解決の道を探っていくこと
をめざしています。

私たちが大切にしていることは、「同じ境遇の仲間がいる」「みんな自分の話に真剣に耳を傾けてく
れている」「きょうだいの混沌とした感情や思いが一方的に否定されることがない」「説教されること
がない」「ここは安心できる場だ」という参加者の実感です。

毎回の参加者は10名前後の小さな集まりです。年齢は20代～70代と幅広く、女性が少し多いです。

情報

≪ 例 会 開 催 日 ≫


